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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　木造扁平柱の断面短辺両側の柱頭柱脚全長にわたる溝にＰＣ棒鋼に予めネジ部を備え装
着した前記扁平柱と、
梁長３～４ｍ中央の断面上下を貫通した異形棒鋼両端小口に予めネジ部を備えた梁を、
前記扁平柱ＰＣ棒鋼と梁下端、又は上端の異形棒鋼中心軸を揃え、
前記扁平柱短辺両側のＰＣ棒鋼と梁の異形棒鋼を介して、Ｔ型、若しくは十字型に結合す
るとともに、前記扁平柱ＰＣ棒鋼は前記扁平柱の柱頭から柱脚にわたる長尺であり、前記
扁平柱の短辺両側の前記扁平柱ＰＣ棒鋼を中間位置で水平に棒鋼で連結した架構。
【請求項２】
　前記扁平柱短辺両側のＰＣ棒鋼と梁の異形棒鋼を、
扁平柱短辺左右対称に設けられる２個の箱型接合部品を連結一体化した長方形箱型接合部
品で結合したことを特徴とする請求項１記載の架構。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０１】
建物構造に働く外力で変形した架構の変形を復元する木造ラーメン構造です。綜合的な空
間的環境・構造的機能の長期耐用・持続性を確保するために、プレストレスト鉄筋コンク
リート技術のコンクリートを木材に置き替え木材の利点を活かす技術である。
【００２】
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木材柱の繊維軸方向圧縮力を活かし、梁繊維直角方向力と柱引張接合の難点を補うために
、梁勝Ｔ型架構の力学特性を活用す、純ラーメン構造の柱及び梁部材のサイズ及び配置、
並びに接合金物の力学特性を引き出す効果的な構成を創出する技術。
【背景技術】
【００３】
木造の一定空間の広さを確保しつつ、隣接する空間が多様な連続性で、鉄骨造やＲＣ造に
ように様々な建物用途・空間規模に適応する構造形式が建築に求められる。
【００４】
木材の特性を活かす部材サイズ、及び部材の共通化ができる構造構成、並びに接合部は、
木材と木材の構成、及び金物と金物の直接接合構成が、両素材の特性を活かすことになる
が、そうした接合技術もなく、木造の純ラーメン構造技術の開発が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００５】
木造扁平型の部材を柱と梁に採用する梁勝のＴ型架構の部材構成が、木材の効果的な使い
方になる研究に基づき、柱材両端の引張力と接合力を一体的に活かし、梁材は繊維直角方
向の圧縮と引張力を強化し、柱と梁を効果的に剛接合する技術が必要である。
【００６】
木造梁の接合は梁端同士、又は柱を介した接合も剛接合同様の構造力学からも重要な個所
で、整備配管、通気スペースを部分的に欠きとり難い課題もある。
【００７】
木材加工も少なく、引張力を少ない量と単純な接合部品を加工装着できる金物を安く、誰
でもが簡単に造る技術である。
【課題を解決するための手段】
【００８】
市販ＰＣ棒鋼の両端をネジ加工し、木造扁平柱の外面、又は外面の溝に装着し、木材の加
工を抑え、金物を単純化し、装着費用を抑え、許容力を効果的に引き出す構成。
【００８】
Ｔ型架構の柱部材と梁部材でＴ型架構を構成する接合位置で、梁部材の上下面と扁平柱の
柱頭・柱の接合部に圧縮と引張力の接合を兼ねる太めの異形棒鋼が梁上下を梁幅の中心を
貫通複合し、棒鋼両端小口に凹ネジ加工し、柱と梁を簡単に連結する。
【００９】
不測の事態に、柱と梁、又は梁と梁を分解できる構成。接合部の加工、金物加工の単純化
で、接合と分離可能な接合部の構成。
【０１０】
Ｔ型架構の梁先端をピン接合個所の構造的負担の少ない個所で、配管、通気スペースを確
保する梁部材の先端を欠きとることも容易くする。
【発明の効果】
【０１１】
木造扁平柱は、木材生産地からの搬出・製材・流通性・汎用性を得る。
【０１２】
木造の柱と梁で剛接合を効果的に引き出す構造力学上は扁平型が有効になる。
【０１３】
柱部材の引張力を高める金物をＰＣ棒鋼とし、梁部材を貫通する異形棒鋼と直接結合する
ことで、接合部の引張力を効果的に高められる。
【０１４】
梁部材の繊維直角方向力の弱さを、貫通する異形棒鋼を太めにすることで、圧縮力と引張
力を木材とも一体化し、梁部材の剛性も高める効果が得られる。
【０１５】
柱材の全長にＰＣ棒鋼を梁の表面又は表面の溝に装着する加工も単純化できる。
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【０１６】
梁部材を貫通する加工、太めの異形棒鋼小口に凹ネジ加工も、木材に異形棒鋼を装着する
ことも単純な従来技術・設備で可能な作業になり、省資本で可能になる。
【０１７】
扁平柱は従来の正角サイズの３倍程度のサイズで荷重を柱頭で梁の中央を支えるＴ型架構
は単純な構成であり、素材特性の利点と難点を一体的に活かす構成が造れる。
【０１８】
構造柱を壁内に隠れた部分の位置が明確で本数も少なく維持保全が容易になる。
【０１９】
８ｍ四方の空間を支える従来型の柱は通常１２本程度必要であるので、３本複合するサイ
ズの扁平型は材料的にふえず、柱相当の梁との交点でラーメン構造が効果的につくる剛性
を生む接合手段で扁平部材の部材端で接合し、剛性を大きく確保する効果がある。
【０２０】
柱頭・柱脚の箱型接合面を活かし、柱材を上下・両側からＰＣ棒鋼による圧着力と拘束力
が働き木材の割裂も抑える引張材・箱型接合部品の３要素で単純に構成する。
【０２１】
箱型接合部品で柱部材の柱頭柱脚部を拘束し割裂を抑え、中間部も両側のＰＣ棒鋼で拘束
力を生むようにＰＣ棒鋼が柱部材から分離しないように１～２個所両側ＰＣ棒鋼が分離せ
ず製材の割裂を抑え製材の強度確保基準に準じる高度利用の可能性を高める。
【０２２】
建築の構造部材は安全性・長期耐用の機能であり、一方、建物を使う機能に窓部屋の連続
性、人の通行や視界確保、ＥＶ・階段・吹抜・通気・配管などに使うスペースの確保には
、ラーメン構造と壁構造の良し悪しに直面する梁部材の貫通を梁先端同士の接合個所を使
って解決する。
【図面の簡単な説明】
【図１】（イ）Ｔ型架構８体でなる正方形アイソメ図（８ｍ四方正方形ラーメン構造は８
本の柱と梁で構成している）　（ロ）Ｔ型架構　２連　側面図　（ハ）柱・梁の接合部ア
イソメ図　（二）－１、：金物アイソメ図、（（二）－２、：金物断面図、（二）－３、
：異形棒鋼図、
【図２】（イ）柱・梁の接合部　詳細図　（ロ）扁平柱断面の両側端にＰＣ棒鋼装着　平
面図　（ハ）　（二）扁平柱短辺全長の溝・ＰＣ棒鋼装着　詳細図　（ホ）梁端同士のピ
ン接合　金物図
【図３】正方形ユニット連結アイソメ図（イ）～（ヘ）
【発明を実施するための形態】
【０２３】
扁平柱と扁平梁でＴ型のラーメン架構の接合部の梁の中央の柱支持点で、弾性と剛性を備
え、地震力等の繰り返す応力に備える木造をＰＣ構造の原理を効果的に活かす。
【０２４】
木材の繊維軸方向力が、上階の荷重を梁の繊維直角方向許容力が弱い素材特質を補うため
に、梁の上下柱部材の引張力を兼ねる目的で、扁平柱断面の短辺両側のＰＣ棒鋼の位置を
合わせた梁の上下を、太めの異形棒鋼を貫通した小口で、結合力を効果的に伝える。また
、両側のＰＣ棒鋼の中間位置で柱を棒鋼で水平に連結し木材割裂を防ぐ。
【０２５】
また、梁の貫通孔と異形棒鋼の間隙に接着剤を挿入し、木製梁材を複合化して柱と梁の接
合部構造の許容力、及び柱に複合するＰＣ棒鋼の弾性を引き出す構造に活かす。
【０２６】
許容力に加え、繰り返す地震力に強度性能を持続するために必要な接合部の弾性を備える
剛性が効果的持続的な性能を生み、革新的な木造のラーメン構造を実現する。
【０２７】
柱の側面で梁を支持する架構形式を改め、梁中央を柱が階毎に支える構造とすることで、
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構造部材が部分的に水・火・蟻に傷められても、建物を使いながら接合部を分解し、交換
するために箱状接合部品を介し、柱装着ＰＣ棒鋼上下端は柱頭柱脚端から突出し、ナット
締めでトルク管理し、梁貫通する異形棒鋼端は突出せず柱と接合部を着脱する。
【０２８】
また、梁先端同士の接合部に柱がない、ピン接合部を採用し梁断面が配管・通気スペース
確保のために一部を欠いても構造力低下を抑える。
【０２９】
構造計画を単純化し部材及び接合部を共通化したことで、接合金物の構造・加工を同時に
簡素化する効果が得られ、加工設備の小型化による小企業の参入機会に役立つ。
【０３０】
構造部材に使う木材の生産地である山の植林搬出・流通性を関連付けた生産性を高める効
果と経済性・設計・加工・現場作業の綜合的生産性を経済的に実現する。
【実施例】
【０３１】
８ｍ四方の正方形の空間を構造で形成する一辺をＴ型の架構２体を直線状に連結し、同じ
構成の架構を４辺に組む、正方形の隅に柱がない構造を基本単位の構造を、正方形の架構
と同じ接合形式のピン接合部で梁端同士を結合して建築物の規模形状に空間構造を連結す
る。
【０３２】
床構造は正方形の各辺２本の柱位置を井型状に床小梁を組み、正方形の床パネル１種類を
１枚・２枚・４枚に組み込み、ＥＶ・階段・吹抜を随時計画し、位置替えもする。
【０３３】
構造の単位が隣接する空間を柱間の壁にない連続性を縦・横・斜めに連結する。
【０３４】
２階たては、このＴ型架構８体が梁を介して積み上げ柱脚ははり上面に表出した異形棒鋼
と緊結して、下階の柱と梁が十字型に接合部が立体的階数を重ねる構造を形成。
【産業上の利用可能性】
【０３６】
８ｍ四方程度の広さがあれば、戸建・集合住宅・店舗・オフィス・校舎・医院など、居住
系の多様な建築用途の建物に共用できる木造構造を汎用的に活かすものになる。
【０３７】
戸建でも６４ｍ２と外周２ｍの片持出し構造を付加すれば１４４ｍ２が実用可能だ。
【０３８】
集合住宅用に並行に２ユニットを連結する場合、単身型・中型・大型の住戸を自在に複合
する住宅供給の市場性に適用できる。
【０３９】
店舗用は、コンビニ用・店舗付き住宅・高齢者・福祉系住宅施設等に適用する。ユニット
を十字型に５ユニットを連結すると、中央交差部のユニットが、通路・居間・ホールなど
、廊下の面積で付加価値の多い建築用途の新たな建築価値を得る。
【０４０】
建築物の自然災害に備える防災性・長期耐用性を木造で実現する使用価値を生む。震災の
揺れで劣化する耐震性に備えるＰＣ構造の原理を、木造の制震性・復元性に活かす。
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